
９月２３日 音楽サークル Musikverein 

 ９月例会は「日本フィル杉並公会堂シリーズ２０２３第３回」を鑑賞、２０名が参加しました。このシリー

ズのチケットは今回も完売で、新型コロナから解放された証なのでしょうね。演奏会は傑作揃いの有名

なプログラムの上、どちらも感動的な演奏で充実した素晴らしい時間を共有することができました。 

 最初はベートーヴェンのピアノ協奏曲第５番《皇帝》 変ホ長調 作品７３で、ピアノは仲道郁代さん。

華麗でダイナミックな演奏は拍手が鳴りやまず、５度のカーテンコールの後、アンコールでブラームス：

６つの小品 作品１１８より第１番《間奏曲》が演奏されました。これはホルンの響きに閃めいたそうで、

次の曲がブラームスだったことも選曲のポイントになったのかも知れません。 

 後半はブラームスの代表作でもある交響曲第１番 ハ短調 作品６８でした。小林研一郎指揮、日本

フィルハーモニー交響楽団の演奏は、最初から入魂の迫力ある演奏で、拍手喝采の嵐となりました。

演奏後演奏団員への長い長い握手が終わると、指揮者から聴衆に「杉並公会堂というフランチャイズ

を持ったことで日本フィルがどれだけ助けられているか分からない」と、心の籠った感謝の言葉があり

ました。アンコールはウクライナにおける戦争への悲しみに触れ、ダニーボーイが演奏されました。こ

の曲は両親や祖父母が戦地に赴く息子や孫を送り出す、という設定で解釈されることも多いそうです。 

（終演後にロビーで、日本フィルのコンサートで初めて集合写真を撮りました❣。これは自分史の中では

快挙だったのですが、その代わりというか懇親会の写真を撮ることをすっかり忘れてしまいました。懇

親会に参加していただいた皆様、ごめんなさい。） 
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